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 令和7年  3月20日（ 木・祝） 14： 00開演/13： 00開場

 十四世喜多六平太記念能楽堂 （ 喜多能楽堂）

● チケッ ト（ 全席指定）  3 ,5 0 0 円 ● 前売開始  令和７ 年 １ 月1 7 日（ 金）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 ： 0 0 ～

主催： 公益財団法人十四世六平太記念財団、   品川区　  共催： 公益財団法人品川文化振興事業団　  協力： 社会福祉法人ト ッ ト 基金、 一般社団法人三宅狂言会

助成： 公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカ ウンシル東京 [ 芸術文化による社会支援助成 ]　  後援： 社会福祉法人品川区社会福祉協議会

● お問合せ　 ・ 喜多能楽堂   T E L .  0 3 -3 4 9 1 -8 8 1 3 　 ホームページ  h t t p s : //k i t a -n o h . c o m /

　 　 　 　  　    ・ 品川区文化観光ス ポーツ 振興部文化観光戦略課　 T E L .  0 3 -5 7 4 2 -6 8 3 6 　 F A X .  0 3 -5 7 4 2 -6 8 9 3

イ タ リ アのパレ ルモで、 初めて

手話狂言を 披露し た と き のこ

と を 、 今で も 昨日のこ と のよ う に覚え て いま す。

二千人も のお客様が「 ア イ・ ラ ブ・ ユー」 を 手話

で 作っ て、 一斉に掲げてく れま し た。 あれから 四

十二年、 手話狂言は、 日本はも ちろ んのこ と 、 世界

中で公演し て多く の人に愛さ れています。 喜多流の

皆様が、 お能を国際手話で演じ ら れると のこ と 、 楽

し みです。 沢山の方が足を運んでく ださ いますよう 。

“ 黒柳徹子さ ん”ご 推薦

社会福祉法人ト ッ ト 基金理事長

手話狂言 「 瓜盗人」 / 手話能 「 土蜘蛛」
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● チケッ ト 取扱い　

・ 喜多能楽堂

　 　  電話　  0 3 -3 4 9 1 -8 8 1 3  （ ※1 月2 0 日～）　 　 W EB　 h ttp s ://k ita -n o h .c o m / （ 要事前登録・ 無料）

  ・（ 公財）品川文化振興事業団

　 　   窓口　  き ゅ り あん、  スク エア荏原、  メ イ プルカ ルチャ ーセンタ ー 、  O 美術館

　 　   電話　  0 3 -5 4 7 9 -4 1 4 0  （ チケッ ト センタ ー CU RIA）　 　 W EB　 http s ://s h in a g a w a -cu ltu re .o r.jp  （ 無料）

喜多能楽堂 H P   QR コ ード

喜多能楽堂新装開場記念

https://kita-noh.com/
https://kita-noh.com/
https://shinagawa-culture.or.jp


聞こ える 人も 、聞こ えない人も  “ 国際手話”で楽し む能狂言鑑賞会

聞こ える人も 聞こ えない人も 一緒になっ て能狂言を楽し んでほし い。

そんな思いを込めて喜多能楽堂では「 手話で楽し む能狂言鑑賞会」を開催し ています。

長く 国内外で高い評価を受けている日本ろ う 者劇団を 迎えて手話狂言を披露し ていただく と と も に、同劇団の協力によっ て

能楽界では他に例のない出演者自身の手話による能の上演に取り 組んでき まし た。

特に今回は2 0 2 5 年1 1 月に開催さ れるデフ リ ンピッ ク 東京大会に向けて関心の高まる国際手話を使っ ての上演です。

演目は手話狂言の代表的レパート リ ーから「 瓜盗人」と 喜多流の能「 土蜘蛛」。

国際手話と いう“ 見る言葉”の力を借り て日本を代表する伝統演劇を世界に向けて発信し ます。

● 手話能  「 土蜘蛛」

　 病床につく 源頼光に薬を 届けに来た侍女の胡蝶が去る と、

　 いつのまにか怪し い僧が現れます。 古歌を 詠じ た途端に僧

　 は蜘蛛の糸を 投げて襲い掛かり ますが、 頼光は撃退。 駆け

　 付けた独武者が僧の流し た血を見つけ、 従者と と も にその

　 跡を 辿り 古塚に至る と 、 土蜘蛛の精が姿を 現し 糸を繰り 出

　 す土蜘蛛と 武者たち の激し い戦いが始まり ます。 出演者み

　 ずから 手話を交えて演じ ると いう 前代未聞の一番です。

（ 前シテ・ 僧、 後シテ・ 土蜘蛛の精）   大島輝久

（ シテ連・ 頼光）   　 佐々木多門

（ シテ連・ 太刀持）   塩津圭介

（ シテ連・ 胡蝶）   　 大島衣恵

（ ワキ・ 独武者）   　 村瀬慧

（ ワキ連・ 頼光の郎党）   村瀬提　 矢野昌平

（ アイ ・ 独武者の下人）   三宅右矩

（ 笛）      藤田貴寛

（ 小鼓）   田邊恭資

（ 大鼓）   大倉慶乃助

（ 太鼓）   梶谷英樹

（ 地謡）   粟谷明生　 長島茂　 内田成信　 髙林呻二

　 　 　   友枝真也　 佐藤寛泰　 佐藤陽　 谷友矩

（ 後見）   狩野了一　 粟谷浩之

・ 上演台本　 大島輝久

・ 演出　 　 　 三宅右近

・ 手話指導　 江副悟史　 永井弓子

・ 監修　 　 　 髙林白牛口二

● 解説（ 手話通訳付き ）

　 本日の公演について手話通訳を交えて解説。

　  大島輝久（ シテ方喜多流）　  三宅近成（ 狂言方和泉流） ほか

● 手話狂言  「 瓜盗人」

　 畑の瓜を盗みに入っ た盗人がぶつかっ たのは畑主かと 思いき

　 や案山子、 盗人がこ れを壊し て逃げた翌日、 畑主は案山子に

　 なり すまし て盗人の来るのを待っ ていると …。

　 三宅狂言会の声の出演に合わせて日本ろ う 者劇団のメ ンバー

　 が生き 生き と し た対話と し ぐ さ を 息の合っ た手話で演じ る

　 狂言です。

　 　（ シテ）   江副悟史　  （ アド ）   鈴まみ

　 　（ 声の出演）   三宅狂言会

女優の黒柳徹子さ んが設立さ れた社会福祉法人ト ッ ト 基金が昭和

5 7 年に発足し た、ろ う 者を主体と し たプロの劇団。三宅狂言会の指

導による手話狂言、劇団独自の創作による視覚演劇、サイ ンマイ ム、

ムーブメ ン ト シアタ ーなどの公演を 各地で行い、演劇を 通し てろ う

者の文化の向上に努めている。中でも 手話狂言は新し いジャ ン ルの

演劇を 創っ たこ と で数々の栄誉に輝いた。欧米各国での公演を 通し

て海外と の文化交流にも 力を 入れ、日本を 代表する ろ う 者の劇団と

し てますます活動の場を広げている。   h t tp ://w w w .to t to .o r. jp

〒1 4 1 -0 0 2 1  東京都品川区上大崎4 -6 -9  

JR 線・ 東急目黒線・ 都営三田線・ 東京メ ト ロ南北線と も に目黒駅より 徒歩７ 分。

目黒駅西口より ド レ メ 通り を 直進。杉野学園体育館手前を 左に入る。

※当能楽堂は駐車場施設がございませんので、お車でのご来場はご遠慮願います。

会場 :  十四世喜多六平太記念能楽堂 （ 喜多能楽堂）
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2 0 2 5 年1 1 月、ろ う 者アスリ ート が参加する 国際的なスポーツ 競

技大会「 東京2 0 2 5 デフ リ ン ピッ ク（ 第2 5 回夏季デフ リ ン ピ ッ ク 競

技大会 東京2 0 2 5 ）」が開催さ れます。こ の大会の運営に国際会議の

通訳などでも 活用さ れている 国際手話が使われる こ と から 今、国際

手話への関心が高まっ ています。国や地域によ っ て違いのある 手話

を 世界で通用する 公用語と し て作ら れた国際手話。日本ではまだ使

える人が少ないも のの既に日本ろ う 者劇団では 2 0 2 4 年7 月のフ ラ

ンス公演で国際手話による手話狂言を 披露し て大き な反響を 呼んで

います。今回の国際手話狂言の凱旋と 初めて挑戦する国際手話能の

上演、世界に向けた手話能楽発信の試みです。

デフ リ ン ピ ッ ク と 国際手話

日本ろ う 者劇団

プ ロ グラ ム

「 附子」「 佐渡狐」 「 六地蔵」

喜多能楽堂

ホームページ

http://www.totto.or.jp
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